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まず始めに、第2四半期の総括についてご
報告いたします。詳細は後述いたします。 

 

2011年3月期第2四半期における業績は
2010年8月6日に修正した業績計画をさらに
上方修正して着地いたしました。 
 

受注件数は計画通りに進捗いたしました。 
 

重要指標である挙式披露宴単価は、前年同
時期と比較し大幅に上昇し、2008年以来同
じ店舗数にも関わらず、売上高は前年を上回
りました。 
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連結業績計画と実績値との差異のご説明で
す。 

 

当第2四半期連結累計期間の業績は、 期初
に公表した計画を2010年8月6日に上方修正
いたしましたが、実績値はその計画をさらに
上回りました。 

 

営業利益は修正計画を171百万円上回り
546百万円となり、経常利益は赤字の見込み
であった修正計画を228百万円上回り、138
百万円となり、黒字に転換いたしました。 
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連結損益計算書の概要です。 
 

当第2四半期連結累計期間におきましては、
業績は順調に推移し、売上高、営業利益、経
常利益、四半期純損益のすべての項目におい
て計画を上回る結果となりました。 
 

また、当期は年間取扱組数10,202件を計画
しておりますが、エリアの特性に応じたきめ
細やかな営業戦略の実施と、お客様への提案
力の向上により、10月4週目時点での受注達
成率は96％と、堅調に推移しております。 
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国内ウェディング事業の売上高の内訳の解
説です。 
 

直営店型の挙式披露宴単価は前年と比較し
て122千円上昇し3,858千円となりました。
2008年以来、会場数は変わりませんが、直
営店型の売上高は、前年と比較し約4億円の
増加となり、着実に業績を拡大しております。 
 

挙式披露宴単価が前年と比較して上昇して
いる理由は、人材及び商品・サービス力の強
化への投資を積極的に実施し、お客様への提
案力が向上したこと、またクオリティを高め
た料飲メニューの投入や、付帯商品の拡充な
どを行った成果が現れてきたものです。 
 
レストラン提携型の売上高は、計画を上回
り953百万円（計画比 +96百万円）となりま
した。 
 

挙式披露宴単価は、比較的高単価の提携店
の取扱組数が上昇したこと等により前年と比
較し268千円上昇し、2,758千円となりまし
た。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目の内訳
についての解説です。 
 
売上総利益は11,681百万円となり、計画水
準を確保することができました。 
 
また、今期の重点施策である人材、商品・
サービス力への投資を計画通り行う一方で、
WEBの強化等、集客媒体への投資の適正配分
を行った結果、一層のコスト合理化が進み、
販管費は11,135百万円（計画比 -156百万
円）となりました。 
 

営業利益は546百万円（計画比 +171百万
円）となりました。 
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経常損益及び四半期純損益に係る項目の解
説です。 
 

経常利益は、営業利益が計画を上回ったこ
と等により、138百万円となり（計画比 
+228百万円）修正計画では赤字の見込みで
したが、黒字となりました。 
 

なお、第1四半期連結会計期間に、資産除
去債務会計基準の適用に伴う影響額を特別損
失として647百万円計上しております。 
 

この結果、四半期純損失は△406百万円
（計画比 +33百万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

総資産は43,963百万円（前会計年度末比 
+507百万円）となりました。 

 

2010年2月に公募増資によって約22億円を
調達し、当期は重点施策として掲げている人
材及び商品・サービス力の強化の一環として、
施設のリニューアル・強化等へ計画的に投資
を行っております。 

 

その一環として、宇都宮・広島の大型リ
ニューアル投資等を行った結果、有形固定資
産が443百万円増加いたしました。 

 

また、主に繰延税金資産と敷金及び保証金
の増加により投資その他資産が617百万円増
加したことが主な資産の増加要因となります。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 

 

短期借入金及び一年以内返済予定の長期借
入金が減少し、長期借入金が増加しておりま
す。これは、キャッシュポジションの改善を
図ることを目的に実施したリファイナンスに
よるものであります。これにより、借入金返
済の平準化が実現し、財務基盤の安定化が進
みました。 
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連結キャッシュ・フロー計算書の解説です。 

 

当期の方針のとおり、事業基盤の安定と中
長期的な成長のために、商品・サービス力の
強化として大型リニューアルへの投資を計画
通り行っております。 

 

なお、積極的な投資を行いながら、適正な
キャッシュポジションを確保し、2010年9月
末の現金及び預金残高は3,547百万円となり
ました。 
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今後の主な施策について順にご説明いたし
ます。 

 

2011年3月期は、お客様満足度の更なる向
上を命題に掲げ、結婚式のクオリティを高め
るという方針のもと、最大の財産である人材
への投資、商品・サービスのクオリティ向上
に取り組んでおります。 
 

その実現により、中長期的な成長を目指し
ており、現在大きく3点の施策に組んでおり
ます。 
 

1点目は将来の成長への布石、 
2点目は業界を牽引するＴ＆Ｇウェディン
グの進化、 
3点目はクオリティの追求による付加価値
の向上 
であります。 
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具体的な施策につきまして順にご説明をし
てまいります。 

 

将来の成長への布石として、3点に注力し
ております。 
 

1点目は、すでに公表しておりますが、3年
ぶりの新規出店と、既存店の強化策としての
大型リニューアル投資です。 

 

2点目は、プロデュース力の強みを生かし
たマーケットの拡大策として、提携会場の拡
大を積極的に進めております。 

 

3点目は、新しい集客チャネルとして、結
婚式からハネムーンまで、グループシナジー
を活かした総合ブライダルサロンの拡大を進
めております。 
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まず、今後の成長戦略に向けた新規出店で
す。2011年2月、都内人気エリアである港区
白金台に、当社の62店舗目の直営店型ハウ
スウェディング施設となる「白金倶楽部」が
オープンします。 

 

今後も、当社のポリシーとコンセプトに相
応しい立地を厳選しながら、積極的に出店を
行ってまいります。 

 

また、当期の重点施策である商品・サービ
ス力の強化の実現に向けて、主力店舗の戦略
的リニューアルを実施いたします。 

 

2010年8月にはアーククラブ宇都宮、アー
ククラブ迎賓館広島のリニューアルを実施し、
2011年1月にはアーカンジェル迎賓館仙台、
2011年2月にはアーフェリーク白金のリ
ニューアルを予定しております。 

 

当期はこれらの大型リニューアル4店舗を
含む店舗強化のため、約12億円の投資を予
定しており、新規出店とあわせ、既存店の活
性化を戦略的に実施してまいります。 
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提携会場の拡大として、高いプロデュース
力をベースに様々な個性とブランド力を有す
るレストラン・ホテル等の施設との提携によ
り、多様化するニーズに応え、売上の拡大を
進めております。 

 
その中で、2010年9月1日に、品川エリア
の「クリスタル ヨット クラブ」と提携し、

Ｔ＆Ｇ初となる船上ウェディング、レストラ
ンウェディングのプロデュースを開始いたし
ました。 

 

横浜の「DANZERO」、汐留の「Fish Bank 
Tokyo」に続き、2010年では3店舗目のプロ
デュース型事業の新規提携となります。 

 

今後も、同様の提携型案件や事業再生型案
件を、適宜拡大していく予定であり、多様化
する顧客ニーズに対応するとともに、提携先
と当社の収益の最大化を図ります。 
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また、グループシナジーを活かしたサロン
拡大を進めております。2010年4月にオープ
ンした東京・青山の総合ブライダルサロンの
成功事例を受け、横浜・大阪に総合ブライダ
ルサロンを出店いたしました。 

 

青山の総合ブライダルサロンは、会場紹介
のみならず、ハネムーン等のブライダル関連
サービスをワンストップで提供する業界初の
サロンとして誕生しました。これにより、会
場見学を検討する前の潜在顧客層にリーチす
ることに成功いたしました。 
 

新サロンを出店した横浜・大阪エリアは、
東京都内に次ぐ規模のブライダルマーケット
を持ち、当社が複数の店舗を展開している地
域であります。その中でも横浜駅から徒歩3
分、心斎橋駅から徒歩1分という利便性の高
い立地に出店することで、集客の拡大を目指
しております。 
 

全国展開の強みである店舗ネットワークと、
グループシナジーによる一貫したサービスを
提供できる強みを融合させた、ブライダルサ
ロンの強化及び展開を進め、取扱組数の拡大
を図ります。 
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次に、業界を牽引するＴ＆Ｇウェディング
の進化についてご説明いたします。 
 
当社は、業界を牽引する企業として、画一
的なパッケージではない真のオリジナルウェ
ディングを追求するとともに、常に新しい
ウェディングの開発に取り組んでおります。 
 

今期におきましても、お客様のニーズを汲
み取り、今までになかったＴ＆Ｇオリジナル
商品の開発を積極的に進めております。 
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まず、業界初の試みとして、日本助産師会
との提携をスタートいたしました。 
 

結婚前に妊娠が判明した場合、新婦にかか
る精神的・身体的な負担は大きく、結婚式の
実施を見送るケースが多く見られました。 
 

当社ではそうした状況に対し、2008年よ
り、妊娠・出産に関する知識を習徔した経験
豊富なウェディングプランナーによるサポー
トサービスや、“マタニティウェディング”
というオリジナルプランの推進を強化してま
いりました。 
 

2010年9月に、サービス強化の一環として、
出産・母子保健に関する啓蒙活動や助産師の
職能向上活動を行う社団法人日本助産師会と
業務提携いたしました。 
 

これにより、妊娠・出産のプロである助産
師と経験豊富な当社のウェディングプラン
ナーが一体となって、結婚・妊娠・出産・育
児に不安やストレスを抱える女性を、従来以
上にきめ細やかにサポートし、より一層安心
感のある最高の結婚式を提供してまいります。 
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また、新たなウェディングスタイルの提案
として、アニバーサリーウェディングの取り
組みをスタートいたしました。 
 

近年、様々な事情により結婚式を挙げな
かったカップルから、実施しなかったことを
後悔しているという声が上がっております。 
 

そのようなお客様のニーズに対して、夫婦
が人生の節目にもう一度愛を誓い、夫婦や家
族の新たな記念日となるアニバーサリーウェ
ディングの提供を開始いたしました。 
 

このようなタイミングを逃してしまったご
夫婦へ結婚式を挙げるきっかけを提供するこ
とで、新しいウェディングスタイルを世の中
に広め、新たなマーケットの創出を目指して
まいります。 
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さらに、すでに公表しておりますが、業界
で初めてのペット用ドレスの製作や、著名
アーティストのウェディングをテーマとした
アルバムのプロモーションビデオの監修、
ウェディングＣＤの監修など、お客様のニー
ズを先取りした商品の開発をいたしました。 
 

今後もお客様のニーズを先取りした商品の
開発を積極的に展開することで、Ｔ＆Ｇウェ
ディングのブランド価値向上を追求していき
ます。 
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続きましてクオリティの追求による付加価
値の向上についてご説明いたします。 

 

当社は、一組一組異なるお客様の想いを汲
み取り、それぞれの価値観を実現するオリジ
ナル結婚式創りを目指しております。 

 

その実現に向け、当社は常にクオリティの
向上を第一義とし、お客様の満足度の向上を
目指しております。 
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その中で、挙式披露宴でお客様と最前線で
接するサービススタッフを自社雇用いたしま
した。 

 

当社は、打ち合わせから挙式披露宴当日ま
で、すべての結婚式のプロセスにおいて、担
当プランナーはもちろん、会場のスタッフ全
員が一体となって最高の一日を創り上げるこ
とを重視しております。 

 

その考え方の一環として実施したサービス
スタッフの自社雇用により、更なるクオリ
ティアップとコスト効果を同時に実現いたし
ます。 

 

サービススタッフにつきましては、営業、
料飲、フラワーコーディネーター同様に、人
材育成のための教育をより充実させ、更なる
クオリティアップにつなげます。 

 

また、自社雇用によりパーティ稼働に合わ
せて柔軟な人員体制が可能となり、コスト面
でも効果が現れ始めております。 
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また今期におきましても、テレビや映画、
舞台など様々なジャンルで一流と言われる著
名人の方々から、当社のウェディングプラン
ナーによるプロデュースのご要望をいただき
ました。 

 

一組一組のお客様のご要望の背景に奥深く
まで入り込んで創り出されるこれらのウェ
ディングは、多くの著名人の皆様にも好評を
賜り、数多くお喜びの声を頂戴しています。 

 

また、これらのウェディングのプロデュー
スを通じて、従来にない新しいアイディアや
最新トレンドを取り入れた商品、新しいウェ
ディングスタイルが生まれ、当社のトレンド
開発力につながっています。 

 

これからも常に著名人ウェディングプロ
デュースの取り組みにより、Ｔ＆Ｇの優位性
を更に高めるとともに、Ｔ＆Ｇブランドの強
化を実現します。 

26 



お客様に安全かつ安心な食材を提供するこ
とを結婚式のクオリティ強化の重要な要素と
捉え、衛生管理への取り組みについても強化
しております。 
 

2010年8月には、「ガーデンヒルズ迎賓館
大分」のヴィクトリアハウスとホワイトハウ
スが、大分県大分市の定める「食品自主衛生
管理優秀施設認定制度」の第1号施設、第2
号施設としてそれぞれ認定されました。 

 

今回の認定は、2009年に神奈川県横浜市
より認定された「ベイサイドガーデンクラブ
横浜」に続き2施設目・3施設目の認定とな
り、当社の徹底した衛生管理への取り組みが
高く評価された結果となりました。 
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当社の2011年3月期通期の連結業績計画で
す。 

 

前述のとおり、当期は短期的な利益に目を
向けるのではなく、永続的な事業の安定と成
長のために積極的に資源を投入していくとい
うことを事業方針に捉えております。 

 

その中で、クオリティの更なる向上、エリ
ア特性に応じたきめ細やかな営業戦略の実施、
お客様への提案力の強化など、着実な事業運
営を進めてまいります。 

 

それらの結果、通期の業績は期初に発表し
た通期計画を据え置いておりますが、計画を
確実に達成し、前年に対して増収増益を見込
んでおります。 
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